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学校からのお知らせ

スクールインフォメーション・ワイド版

中学生が抱く“鋭い人
権感覚”を町が表彰

「税の標語」で金田中
の１年生がダブル受賞

田中学校の野田胡桃さんが全国間税会総連合会
に入賞、岡優希さんが田川関税会会長賞を受賞

しました。これは、11月11日～17日の「税を考える週間」
に合わせ、税の意義などを理解してもらうことを目的に
全国間税会総連合会が毎年行っている取り組み。２人
は「このような賞がもらえてうれしい。２年生になっても
また受賞できるよう頑張りたい」と、再挑戦を誓いました。
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↑東京で行われた表彰式に広報委員長の犬丸成
美さん（左）とPTA会長の山中清美さん（右）が出席。

月15日に地域交流センターで、「第32回全国中
学生人権作文コンテスト」の福智町長表彰が行

われました。次代を担う中学生に人権感覚を身につけて
もらおうと、昭和56年から行われている同コンテスト。
力作の中から３作品が選ばれ、県への推薦を受けまし
た。【順位】１位末政廉さん（金田中３年）、２位花岡志
音さん（金田中２年）、３位野瀬春香さん（赤池中３年）。
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▶上野小学校 ☎28-2133　
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▶赤池中学校 ☎28-2117　

11

末政廉さん 花岡志音さん 野瀬春香さん

野田胡桃さん岡優希さん

それぞれの夢や気持ちを各学校の代表として堂々と発表した８
人。発表者たちの熱い想いに会場からは惜しみない拍手が送ら
れていました。

こ のごろいじめの報道をよく見
ます。皆さんはいじめについ

てどう思いますか。ほとんどの人は
いじめは悪いことだと答えると思い
ます。では、なぜいじめは無くなら
ないのでしょうか。いじめがなくな
らないのは、僕たちが聞く言葉、使
う言葉に対してあまりに無防備だか
らだと思います。テレビ・ネットなど
身の回りに激しい、汚い言葉があふ
れています。「きもい」「うざい」「よ
るな」「殺すぞ」「死ね」。どれもひど
い言葉です。相手に投げつけること
によって自分が強いんだと錯覚して
しまう、激しい、汚い、危険な言葉
です。しかし、どれもひどい言葉な
のに、それほどひどいと感じなくなっ
ている自分はいないでしょうか。身
の回りにあふれすぎているので麻痺
しているのです。言葉に対する麻痺
は、そのまま心の麻痺なのです。僕
たちは考える言葉、話す言葉を選べ
ます。汚い言葉には耳をふさいで自
分でも言わないようにし、優しい言
葉には素直に感心して自分も相手の
ことを思いやる心で言葉を発するこ
とです。いじめはいじめる側の心の
問題です。人の優しい行いを見たと
き、「すごいね」なのか「きもい」なの
か、人から注意を受けたとき、「ごめ
んね」なのか「うるせえ」なのか、普
段自分が考え、話す言葉をもう一
度振り返ってみませんか。世の中
に、心に闇をつくらない意思と正し
い言葉が広がったとき、きっといじ
めは無くなっていると僕は信じます。

学生になって将来のことを
よく考えるようになった。今

までの体験を通して、自分の中にぼ
んやり浮かんだ「夢」に気がつくよう
になったのだ。一つは小学校の時。
「あ！」小学生だった僕は驚きの声を
上げた。家の前にとまっていたその
小さな青い車体はきらきら輝いてい
た。それは僕のあこがれの「ポケッ
トバイク」だった。僕は早速父を探
した。尋ねると父が僕のために仕事
場の友達からもらってきてくれたもの
だった。父は僕のバイク好きを誰よ
りもわかっていてくれたのだ。ぼくは
このときから、「将来はバイクに乗る
仕事をしたい」。僕はそう胸に誓った。
二つめは野球チームに入った時。野
球に全く詳しくなかった僕だが、仲
間が優しく教えてくれ、ぼくはピッ
チャーとしてマウンドに立たせてもら
うことが多くなった。試合では仲間
たちは必ず「打たせていいよ。バック
がついているから」と声をかけてくれ
た。父や監督は厳しく指導をしてく
れ、母は試合のたびに僕が好きなお
かずを入れた弁当をもたせてくれた。
日々の練習の中でたくさんの人が僕
を支えてくれていることに気がつくよ
うになった。僕は中学生になり、今ま
での体験で受けてきた周囲への感謝
の気持ちを何かの形で返していきた
い、と思うようになった。今、僕の夢
は「交通機動隊」つまり「白バイ隊員」
だ。大好きなバイクで地域の安全と
平和を守る、そんな仕事をしたい。
僕は必ず夢を実現させるつもりだ。

終 戦から六十七年。今の僕た
ちの生活は食べる物にも困ら

ないのが当たり前のようだが、戦時
中はそうではなかった。僕は夏休み、
祖父母に戦時中どんな思いでいたか
を聞いてみた。米の代わりに麦。お
かずの代わりに芋など、それも一日
に一回、ほんの少しの量。今ではと
ても考えられない。戦時中、アメリカ
軍は定期的に飛行機から地上へと兵
に食糧を配給していた。その食糧を
一部の人は拾いに行って食べていた
という。アメリカが配給していたのは
缶詰などだったので、そのころ手に
入りにくかった物に違いない。しかし、
拾うと捕まるので、祖母たちは取りに
行かなかったらしい。「捕まって今よ
りひどい生活になるかもしれない。で
も、食べたい。食べさせてあげたい。」
という思いに悩まされた。その言葉
が深く印象に残っている。亡くなっ
たもう一人の祖父は戦地へ向かうた
めに飛行機に乗ろうとしたとき、敵
がそこに向けて爆弾を落として祖父
はその衝撃で吹き飛んだらしい。そ
して目覚めると病院にいた。そのとき、
祖父の友人はすでに飛行機に乗って
いたらしく、みんな亡くなった。戦争
の時代を生き抜き、食べる物や生活
に苦労をしたけれど、今の僕たちに
命をつないできてくれた。だからこ
そ僕たちは、食のありがたみや、生
きていくことのすばらしさに感謝する
べきだと思う。僕も祖父や祖母に負
けずに、「食と命」というありがたさ
を胸に力強く生きていきたいと思う。
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